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　ゴールドウイングは、40年の間に大いなる進化を重ねてまいりました。この非凡なるマシンは、5代にわたってモーター

サイクル界のセグメントを創造し、また提案し続けてきました。ここではその歴史を振り返り、エポックメイキングな技術と

変遷をご紹介いたします。

1975年　ゴールドウイング（GL1000）初代モデル

1972年に開発プロジェクトが発足されてから、過去の延長線上にあるモデルではなく、これまでのモデル全てを白紙に

戻したうえで、北米におけるモーターサイクルとは何かを徹底的に追求し、そのモデルの創造に全力を傾けました。

1974年に埼玉製作所狭山工場において生産がスタートしました。

1975年にアメリカで発売を開始した初代ゴールドウイング

は、ただ単に新しいだけのモーターサイクルではありません

でした。低振動・低重心の革新的な水冷999cc水平対向

4気筒エンジンを搭載し、既成概念を超えるモーターサイクル

の新たな可能性を開拓しました。世界トップクラスのパワー

と大陸横断を可能にする快適性、高性能を備えたハイ

パフォーマンスマシン。このまったく新しいモーターサイクル

を、「一体どのように楽しめばいいのか？」ゴールドウイングの

オーナーは、グループとなってロングツーリングへと繰り出し

ました。この初代モデルにより、ゴールドウイングのコンセプト

は長距離ツアラーへと徐々に進化していったのです。

1980年　ゴールドウイング（GL1100）2代目モデル

Hondaは、ゴールドウイングをアメリカで生産する計画を

立て、1980年ゴールドウイング（GL1100）からHonda of 

America Manufacturing（HAM）での生産を開始しました。

単にゴールドウイング（GL1000）の排気量を10％アップした

だけではなく綿密に計算されたリファインを加えることで、

それまでのロードスポーツカテゴリーから正真正銘のツーリング

カテゴリーへと進化を遂げました。新設計1,085ccエンジン

はパワーよりもトルクを重視。ホイールベースは延長され、

ライダーとパッセンジャーのスペースを拡大させました。

最新式のエアアシストサスペンションの導入で、当時として

は非常にしなやかで快適な乗り心地を実現しました。

1980年　ゴールドウイング（GL1100） 
インターステート

ゴールドウイング（GL1100）には、技術的な変更点以上に

多くの重要な新機軸が導入されていました。ゴールドウイング

の持つロングツーリング性能に注目したツーリング用の

アフターパーツメーカーによる市場の活性化によって、

Honda のエンジニアも、フルドレスアップしたラグジュアリー

モデルの開発を考えていました。これにより、ゴールドウイング

として初めてフェアリングやサドルバッグ、トランクを標準

装備とし、ステレオサウンドシステムをオプション設定とした

革新的なインターステートが生み出されました。こうして完全

な長距離ツアラー仕様のゴールドウイングが誕生しました。

1982年　ゴールドウイング（GL1100） 
アスペンケード

その後間もなくHondaは、アスペンケードの登場によって

“ラグジュアリーツアラー”という先進的なコンセプトを発表。

このモデルはスタンダード仕様に加え、液晶メーターや

ステレオ、CB無線などの快適装備、さらにパッセンジャー

バックレスト後方の収納スペースなど、使い勝手を考慮した

さまざまな上級装備を搭載していました。

1984年　ゴールドウイング（GL1200） 3代目モデル
アスペンケード

新型4気筒エンジンのパフォーマンスと上質さを最大限に

追求したモデルが誕生。1,182cc の大排気量が生み出す

パワーとトルクを向上させ、スムーズさと低回転域から力強い

加速を実現しました。また、油圧式バルブ調整機能の

採用によりメンテナンスフリー化も実現。同時に車体にも

改良を施し、大型車ながらクイックな運動性能も追求し

ました。ロングツーリングではこれまで以上に優れた快適性

を実現しました。

1985年　ゴールドウイング（GL1200） 
リミテッドエディション

ゴールドウイング10周年を記念して2つの変更を行いました。

1つは、ゴールドウイングがツアラーカテゴリーで確固たる

地位を獲得したことにより、フェアリングのないスタンダード

仕様を廃止しました。2つめが、この豪華なリミテッドエディ

ションの誕生です。コンピュータ制御のフューエルインジェク

ション、4スピーカーサウンドシステム、クルーズコントロール、

自動調節機能付きリアサスペンションなどを装備し、専用の

メタリックゴールドペイントを施しました。

1988年　ゴールドウイング（GL1500）4代目モデル

極めて静かでシルキーかつスムーズな特性をもちながら、

圧倒的にパワフルで、優れたハンドリングを兼ね備えている

こと。この大きな課題をクリアして誕生したのが、ゴールド

ウイング（GL1500）です。試作段階で15種類のマシンが

何千時間という時間を費やしてテストが行われました。これは、

当時Hondaにとって最も大規模な開発プロジェクトでした。

こうして誕生した新型6気筒エンジンを搭載するラグジュア

リーモーターサイクルは、ロングツーリングにおける新たな時代

のベンチマークを築くとともに、約10年以上にわたってラグ

ジュアリーツアラーの頂点モデルとして支持を得ました。

Hondaはこのモデルから日本に輸入･販売し、日本の市場

に大型ツアラーのカテゴリーを確立しました。

1995年　ゴールドウイング（GL1500）SE
20周年記念車

ゴールドウイング誕生20周年を記念し、日本ではゴールド

ウイングSE20周年記念車を発売。このモデルには、大型

二輪の量産車としては世界で初めてウインドスクリーンに電動

ワイパーを装備し、雨天時の安心な走行に配慮した仕様に

しました。

2001年　ゴールドウイング（GL1800）5代目モデル

さらなるハイパフォーマンスと快適性の両立を目指し、

排気量を1,832ccに拡大するとともに、新設計アルミツ

インチューブフレームの採用などで、操る楽しみをライダー

が享受できる軽快かつ快適なライディングを実現しました。

またエアロダイナミクスを追求したフェアリングや快適性を

追求したシートなどラグジュアリーツアラーにふさわしい

装備を採用するなど、他の追従を許さないモデルとして

唯一無二の存在となりました。日本専用装備として、

ディスチャージヘッドライトや盗難抑止機構「H・I・S・S

（Honda Ignition Security System）」を搭載するなど、

先進技術を多く採用しました。

2007年　ゴールドウイング（GL1800）＜エアバッグ＞

二輪車の前面衝突時によるライダーの飛び出しを抑制

し、相手車両や路面などとの打撃によるダメージを軽減

させる効果のある二輪車用エアバッグを世界で初めて

量産二輪車に搭載しました。エアバッグは、フロントシート

前方のカバー下に収納しており、フロントフォークの左右

それぞれに装備したセンサーが衝撃を感知するとエア

バッグが展開しライダーの運動エネルギーを吸収する

構造となっています。

2008年　ゴールドウイング（GL1800）
＜エアバッグ・ナビ＞

先進の安全技術を取り入れたエアバッグ搭載車に、

利便性や操作性に優れ、車体と美しくマッチングする

ビルトインタイプのナビゲーションシステムを日本で初めて

搭載したモデルです。ディスプレイは、ライダーの視認性を

考慮してメーター下方の最適な場所に配置し、従来から

採用していたプレミアムオーディオの上質な音声案内と

あいまって、画面と音声による充実したナビゲーションを

実現しました。

2011年　ゴールドウイング（GL1800）

生産拠点をアメリカから熊本製作所へ変更し、完全受注

生産としながら、通年で注文を受け付けることが可能に

なりました。スタイリングを中心に、大幅な変更によって、

精悍なフロントビュー、リアまわりをシャープに演出する

左右一体型コンビテールランプなど優雅なたたずまいと

しました。また、オーディオシステムは、iPod®※1やUSB

メモリーの接続を可能にしました。加えて、サラウンドシステム

（SRS CS Auto※2）を搭載し、深みのある低音と迫力ある

サウンドを実現しています。シートはウレタン素材を変更

することで乗り心地をさらに向上させました。
※1 iPod（R）は、米国および他の国々で登録されたApple Inc .の商標です。

※2 SRS CS AutoはSRS Labs,  Inc .の商標です。SRS CS Auto技術はSRS Labs,  Inc .からのライセンスに基づき製品化されています。

2014年　ゴールドウイング（GL1800）SE

ゴールドウイング発売40周年を記念したモデル。専用エンブレムの採用や、レッド×ブラックのツートーンのカラーリング

を採用しました。また通常モデルにも専用エンブレムを施しました。
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